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会議録 令和 5年 12 月 21 日(木) 場 所 3階 第 5研修室

会 議 名：第２回議会改革調査特別委員会

出席委員：平野委員長、廣瀬副委員長、東出委員、竹田委員、新井田委員、安齋委員

相澤委員、吉田委員

欠席委員：なし

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ：又地議長

会議時間 午後 1時 00 分～午後 1 時 49 分

事 務 局 片 桐、福 田

開 会

１．委員長挨拶

平野委員長 これより、第２回となります議会改革調査特別委員会を開会いたします。

ただいまの出席議員は８名でございまして、委員会条例 14 条の規定による委員定足数に

達しておりますので、会議は成立することをお知らせいたします。

又地議長につきましてはオブザーバ出席ということですのでご理解下さいませ。

まずを持ちまして午前中はモニターさんとの意見交換会がございまして、引き続きの特

別委員会ということで大変お疲れ様でございます。

今日の進みなんですけれども、特別委員会の中身を具体的に協議するということではな

くて、議会懇談会、そしてこのあとの特別委員会の進捗について、決めていこうというこ

とですので、時間については、さほどかからないのかなと思っております。みなさま方に

は活発なご意見を出していただければと思います。

それでは早速ですね、次第を配布しておりますので、次第に沿って進めていきたいと思

います。

２．調査事項

（１）議会懇談会について

平野委員長 資料については、「資料１議会懇談会について」というのが添付されておりま

すので、そちらをお開きください。本来ですね、こちらはあくまでも議会が主催ですので、

又地議長が主導してお話をするべき案件でもあるのかなと思うんですけど、内容について

は特別委員会に係わることなので、この次第に事務局が載せたところでございます。

見ていただいてのとおり、１月１７日（水）、１月２０日（土）各時間が午前と午後に分

かれており、それぞれの会場並びに、町内会そして右側に班編制として、今年も５名ずつ

９名ですから、Ａ班については４名ですけど、２班に分かれて懇談会を行うという進みに

なっております。これについて、中身の確認は最後にするといたしまして、ご挨拶だった

り、進行だったりをそれぞれの班で、この場で決めようということでよろしいでしょうか。

まずは、司会者の方と、それぞれ議長と副議長が分かれて入っておりますので、Ａ班に

つきましては、又地議長。Ｂ班につきましては吉田副議長が代表して挨拶をされるという
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ことです。それで司会者ですね。決めていただいて、ちなみにＡ班の昨年はどなたが司会

をやられたのでしょうか。どうでしょうかＡ班の３名の方で決めていただきたいのですが。

暫時休憩といたします。

休憩 午後 1時 3分

再開 午後 1時 5分

平野委員長 休憩を解き会議を再開いたします。

休憩のなかでＡ班の司会が安齋委員、ご挨拶が又地議長。Ｂ班の司会が私平野で、ご挨

拶が吉田副議長というところまでは決めました。それで今回の議会懇談会の大きなテーマ

としてご案内差し上げたのが、木古内町議会の議員定数並びに報酬について、ということ

でご案内を差し上げております。いざ、たくさんのご意見を伺うんでしょうけども、こち

らから挨拶をする、あるいは質疑を受けた祭に、ある程度我々の意思を共有してた方が良

いのではないか、とする意見が出たと思うんですけど、その辺どこまでみなさんと意思を

共有して臨むか、あるいは全く個々の思いのままでいいのか、このことをある程度みなさ

んで、決めたうえで臨んだほうがよいのではないのかなと思っております。そのことにつ

いてみなさんご意見があればお伺いしたいと思いますが。

竹田委員。

竹田委員 今回の懇談会で、方向性を決めるというところまで行くの？行かないですよね。

それであれば今ここで定数、報酬の方向性を出しても、議会ではこういう風にしましたっ

て言うわけではないですよね。だとすれば必要ないと思います。町民の意見を聴取してか

ら再度テーブルについての議論でもいいのかなと。

平野委員長 竹田委員からは全てゼロ、フラットな状態で臨みましょうということですけ

れども、他にどうでしょうか。ということはですよ、例えば町民側から問われた時に、東

出議員はどう思いますか？とした場合、各自の意見はその場では言わないとして決めてお

きますか？それとも各自の意見はそれぞれ思っていることを言ってもいいものなのか。そ

こだけは共有しますか。みなさんのそれぞれの思いはあるでしょうけれども、町民との懇

談会については、個人の議員の意見は触れずに、しっかりとみなさんの意見をみんなで聞

くと、それをもって協議の土俵に乗せるっていうことでよろしいですかね。みなさんで共

有し、各自思いを、それぞれお持ちだと思いますが、発言としては上手く交わすといいま

すか、控えていただきたいと思います。

暫時休憩といたします。

休憩 午後 1時 8 分

再開 午後 1時 16 分

平野委員長 休憩を解き会議を再開します。

今の共通認識は休憩のなかで話したとおり、各自思いを持って懇談会に臨むということで

確認をとれました。
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（２）今後の調査事項について

平野委員長 続いて「資料２の今後の調査事項について」をご覧ください。

こちらはもちろん白紙で、記入用紙自体もみなさんにご提案なんですけれども、前回の特

別委員会の際にも、当然報酬と定数がメインでありました。しかしながら、議会改革特別

委員会という名称の元、さまざまな改革案をこの特別委員会で協議をしたほうがよいので

はないかと、今日のモニターさんとの意見交換のなかでも、さまざまな意見を出されたも

のも含めまして、みなさんから意見を聴取して、その聴取をもとに今後の議題をみなさん

で練っていくということにしたいと思うんですけれども、そこについてはいかがでしょう

か。

みなさん異論はないようですので、後日この用紙を配布しますので、みなさん今現在思

いついていることでも結構ですし、モニターさんとの話し合いのなかで出されたものでも

いいでしょうし、複数ダブってももちろんいいと思いますし、それが全て議題に乗るわけ

ではありません。前回も数十項目出たうちの十数点に絞られましたので、それはみんなで

協議して、特別委員会の議題に載せるという進みになりますので、みなさんに配布いたし

ますので、期日を明記しますので、守って事務局へ提出いただきたいと思います。それを

もとに次回の特別委員会で、協議する内容を図りたいと思います。

以上ではないですか。片桐事務局長。

片桐事務局長 この参考資料の取り扱い方をどうすべきかを図っていただきたいと思いま

す。

平野委員長 今日もモニターさんから資料の共有が必要だとお話をいただきまして、ここ

にある参考資料ということで、渡島管内の定数報酬に関する資料があるんですけれども、

これは渡島の資料になるんですけれども、たとえばこれは人口から町村名１～９までの渡

島の人口、議員数、報酬という資料なんですけれども、こちらの資料については、果たし

て懇談会の資料として、適切なものなのか、載せた方がいいものなのか、出さない方がい

いのか、あるいはこれ以外の資料も考えた方がいいのか、その辺ご意見あれば伺いたいと

思います。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 1時 19 分

再開 午後 1時 45 分

平野委員長 休憩を解き会議を再開します。

議会懇談会並びに今後のこの特別委員会の進みについては、ある程度休憩の中でみなさん

と協議できて、進みが決まったと思います。その他については、本日協議する内容はござ

いません。各委員から何かございましたら発言を求めますが、よろしいでしょうか。

東出委員。

東出委員 持ち時間１時間半だよね、報酬並びに定数の議論をやって、ちょっと１時間く

らいかかるのかなって思うし、残りの３０分～４０分このなかで、先ほど委員長もちらっ

と触れてたけれど、例えば町内会長さんを中心とした人が出てくるわけでしょ、そうする

と住民要望が出てくると思います。この扱いについてどうするかってことを決めなきゃな
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らない。特に今１２月ですと、町の方も新年度予算に向けて、いろいろと手をかけてると

思うので、前回と同じように、行政に伝えれるものは伝えてあげる、という方法もあるだ

ろうし。

平野委員長 先ほども私ちらっと申したんですけども、まず定数、報酬で１時間で済むの

かあるいはもっと短くなることも考えられますし、それが終わったら先ほど新井田委員が

提案した議会がいまやってる取り組みの報告もいいんじゃないかって。それを報告しなが

ら、今議会改革で協議することがどういうことがいいのかっていうことをみなさんに図っ

て、頂戴すればいいのかなって思ってます。それで限られた時間になった段階で、なにか

あれば限られた時間ですけどもお伺いいしますと、いうことにして自由討論をあまりこう、

今回の趣旨はメインは決まってますから、町内会要望だとか、最初からそういう案内はし

てませんので、ただどうしてもってことがあれば伺うのはいいと思いますし、長くならな

い程度で。

新井田委員 時間がないと思うよ。

平野委員長 自分もそう思います。

東出委員 時間が余れば、排水の臭いがするとかね。

又地議長 その他って書いておいてさ、何かありませんかってね。ただし昨年と同じで、

予算がからむものは行政に伝えますでいいんじゃないかな。

平野委員長 そこは状況をみながら、聞く人によってもさまざまですけど、司会者だった

り正副議長の上手い采配にやっていただいて、臨機応変ってことでいいんではないですか。

当然なにも自由討論なしでよというわけにはいきませんから。

以上をもちまして第２回議会改革調査特別委員会を終了します。次回の開催については、

懇談会終わって、集計も含めたなかで、みさんの標題にするアンケートも取り込んだなか、

２月の中旬あるいは下旬くらいに開催できればなと思っております。まだ日程は調整しき

れておりませんので、はやめにみなさんにご案内したいと思います。よろしくお願いしま

す。終わります。

傍 聴：なし

議会改革調査特別委員会

委員長 平 野 武 志


